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改訂2006/6/3
角田
Webページ閲覧の仕組
１．全体の構成（ローカル～インターネット～リモート）
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２．ブラウザの機能（http=Hyper Text Transfer Protocol）
http://c:\index.html　・・・ローカルファイルを参照するとき

http://www.isp.ne.jp/index.html　・・・リモートファイルを参照するとき

ブラウザは必要なファイルを要求し、受け取ったHTMLファイルを分析して表示方法を決定する。これをレンダリング（Rendering）と呼ぶ。

３．ローカルファイルは見えるのにリモートファイルが見えない問題への対処方法
（１）ファイル名の大文字小文字が違っている（一般にサーバ側はUNIX OSなので厳密に区別している。→小文字に統一することを推奨。）

（例）画像の参照　<img src=”img/logo.gif”>　に対して、
保存されたファイルの名称が、誤　　logo.GIF、正　logo.gif
（２）デジカメの写真をPCに取り込むとき、WindowsXPの画像ウイザードを用いるとファイル名に「スペース」が入るがこれは取り除くこと。
（例）誤 sakura 001.jpg（aと0との間に半角スペースあり），正 sakura001.jpg
４．FTP (File Transfer Protocol) 


インターネットを介してファイルを相互に転送する仕組み。ローカル側からリモート側へ転送する場合をアップロード（Up Loading）、その反対をダウンロード(Down Loading)と呼ぶ。
（上図はFFFTPの例：修正はローカルからリモートへ一方向とすること。）

５．HTML（Hyper Text Markup Language）とは

Webページの文法です。日常、HomePageBuilderを使っていても、少しだけHTMLを読めるようにしましよう。そうすればちょっとしたトラブルは自分で解決できるようになります。また、不具合を説明するためにもHTMLの理解が役立ちます。

（付録 参照）
６．おまけ：アクセシビリティの向上

ハンディキャップのある人（目の不自由な人、耳の不自由な人、身体の不自由な人、色の区別がつきにくい人など）にとってもインターネットは大切な情報源です。Webページを制作する場合はJIS X8341-3 に準拠しましょう。また、これは高齢者に対しても配慮することになります。
○ 目の見えない人は音声読み上げソフトを使用しています。その場合、ちょっとした配慮不足がアクセシビリティを阻害します。

（例１）東　京　→　東京　（見栄えの都合で単語をスペースで分けてはいけない。）
(例２)カタカナの長音「ー」を用いること。（ハイフンを用いると２語と認識。）

○ 視力の落ちた人は文字を拡大して見ています。Webページは文字の拡大ができるように配慮しましょう。

○ グレースケールで印刷してみてコントラストを確認しましょう。

以上
（付録）簡単なHTMLの見本
（例１）”Hello HTML” と表示する。（メモ帳を用い全て半角でインプットのこと。全てのファイル形式で、ファイル名sample.html で保存。IEで表示させる。）

<html>

<head><title>Sample</title></head>

<body><p>Hello HTML</p></body>

</html>

(解説)タイトルバーに「Sample」と表示。

タグは対になっている。入れ子のルールに注意。<p>はparagraph（段落）の意味。

（例２）HTMLの部分の文字色を青に変更する。（例１を次のように改訂する。）

<html>

<head><title>Sample</title></head>

<body><p>Hello <span style=”color:blue”>HTML</span></p></body>

</html>

（解説）spanタグの中にスタイルを指定している。

（例３）段落を中央揃えにする。（例２を次のように改訂する。）

<html>

<head><title>Sample</title></head>

<body><p align=”center”>Hello <span style=”color:blue”>HTML</span></p></body>

</html>

（お断り）正しくは下記のように記述します。（参考）

<!DOCTYPE html PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Strict//EN">

<html lang="ja">

<head>
  <meta content="text/html; charset=Shift_JIS" http-equiv="content-type">

  <title>Sample</title>

  <meta content="M.K." name="author">

</head>

<body>

<p align="center">Hello <span style="color: rgb(255, 0, 0);">HTML</span></p>

</body>

</html>
HTML講座#4第１回メモ



1. 環境設定 

· ~\My Documents\土H4-花子\index.html 

· 全てのファイル表示＆拡張子表示 

2. メモ帳を開く（左半分） 

3. IEを開く（右半分） 

4. ショートカット 

· ^C 

· ^X 

· ^V 

· ^S 

5. 文字（英数字・・・１バイト文字、全角・・・２バイト文字）
半角と全角のスペースを厳格に区別！ 

6. 参考書 

· 教科書 

· 文法書（仕様書、レファレンス）→タグ辞典 

· 問題集（機能別、逆引辞典、Tips） 

7. 実例調査
ソースを読む
short program で機能研究 

8. PDCA 

· Plan:ソースを書く 

· Do:ブラウザで表示 

· Check:確認 

· Act:修正 

9. ftp(file transfer protocol) 

· login（サーバ名=salon、ID=hanako、PW=*****） 

· list(リモートデフォルトフォルダ：/、ローカルデフォルトフォルダ：~\My Documents\土H4-花子\） 

· put（Uploading) 

· get(Downloading) 

10. URL=salon/~hanako/ 

11. 16進法（Hexadecimal）：色指定＃ＲＲＧＧＢＢ， 10進法(Decimal) rgb(r,g,b)
１６　１０　　　　　２
　進，進，　　　　進，ローマ数字，例
　０，　０，　　　　０，なし　　　　＃００００００→black→rgb(0,0,0)
　１，　１，　　　　１，I
　２，　２，　　　１０，II
　３，　３，　　　１１，III
　４，　４，　　１００，IV
　５，　５，　　１０１，V
　６，　６，　　１１０，VI　　　＃ＦＦ００００→red→rgb(255,0,0)
　７，　７，　　１１１，VII   ＃００ＦＦ００→lime→rgb(0,255,0)
　８，　８，　１０００，VIII　　＃００００ＦＦ→blue→rgb(0,0,255)
　９，　９，　１００１，IX　　　
　Ａ，１０，　１０１０，X
　Ｂ，１１，　１０１１，XI
　Ｃ，１２，　１１００，XII
　Ｄ，１３，　１１０１，XIII
　Ｅ，１４，　１１１０，XIV
　Ｆ，１５，　１１１１，XV
１０，１６，１００００，XVI
・・・
８０，１２８，１０００００００　　＃００００８０→navy→rgb(0,0,128)
・・・
FF，２５５，１１１１１１１１　　＃ＦＦＦＦＦＦ→white→rgb(255,255,255)
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